


























被災地の子どもたちへ（高校生まで） 、皆さまが読んでほしい本や絵本を送る一口５００円（図書券）の募金を始めます。もちろん書店もコンビニも壊滅した地域が目立ちますが、まず集団移転した自治体宛てなどへ１００口（５万円）を単位に贈り、その配布方法は自由に考えてもらい （入学、卒業、運動会、学芸会等での表彰、激励用など 。
緊急の支援は行政や組織力のある各種団体が全力で

























































































































現地の医師、 訪問看護ステーション、 介護事業所、 スタッ
フの協力、参加により進められる見通しもついた。資金については朝日新聞厚生文化事業団からの寄付を受けられることになり、運営の目途もついた。
１９９５年に起きた阪神・淡路大震災を振り返ると、
全国から１８００億円もの寄付金が集まり、全国から多くのボランティアも駆け付けた。が、発生から
1年過ぎる
と、寄付金もボランティアも少なくなった。
こうした施設を立ち上げることにした は、 一過
性にしたくない、という思いがあったからである 被災地の深刻な状況は、長期化せざるを得ない。支援も息長く続けていく かない。
日本の場合、寄付の文化は欧米に比べ明らか 希薄だ。
地域と子ども学●第5号15
日本の年間 （２００９年） の個人寄付額は５４５５億円、アメリカの約
40分１。名目ＧＤＰ比でみると、日本
0.12％に
対し、アメリカ
1.60％、イギリス
0.68％という。宗教をバック
ボーンにした価値観の違いではあろうが、それにしてもいかにも少ない。
阪神・淡路大震災をきっかけにできた特定非営利活動
促進法（ＮＰＯ法）により、ＮＰＯは全国に広 り、４万を超えたが、２００６年以降新規 設立数が減り続けているのも気になる。
総額
20兆円近くにも達するともいわれる震災復興に必
要な費用は寄付だけでは到底まかなえない。必要な費用
はきちんと国民に負担を求める時期に来ているが、今回の震災だけではなく、加速する少子高齢社会 乗り切るためにも、この支援のうねりをさらに高め、 「地域での新たな支え合い」を作り上げていく必要がある。（写真は津波で壊れた車の集積場
　
陸前高
田市）
白梅の学生たちも被災地支援
　最後に、白梅の学生たちの動きを報告したい。東日本大震災後、 小平市にも「災害ボランティアネッ
トワーク・チーム小平」が結成され、
4月から被災地
支援のボランティアをバスで現地に向かうボランティアを募集、数回にわたり派遣し続けている。
8月
3日から
3日間の支援には
35人のうち白梅の学
生
4人が参加、 さらに
9月
16日から
3日間のボランティ
アには
40人のうち
8人の学生が参加した。
8月は石巻市門脇地区でガレキの撤去、家具の運び
出し、
9月には味噌工場と石巻幼稚園などでの後片付
けに加わった。
8月と
9月、現地へのボランティアに加わった子ど
も学科
3年、志村剛君は「 会社の社長さんも幼稚
園の園長さんも被災時の様子を話してくれた。行ってみると被害の大きさだけでなく、精神的にもどれだけ被害を受けているか よくわかりました。園児たちの精神的なケア 必要と感じた。これからも機会があば、現地の支援に関わりたい」という
学生たちにとっても貴重な体験となったのは間違い
ない。
